
取扱説明

１ ラッチのはずし方について・・・プラスユニットをかるく押し上げた
　　　　　　　　　　　　　　　　 状態で､ラッチをドライバー(－)にて
                                 　　　　　  90°回転させる。
                                

２ 取付金具のはずし方について・・・プラスユニットを横にスライドさせて､反対方向の取付金具を
　　　　　　　　　　　　　　　　はずしてください。次にもう片方の取付金具をはずしてください。　

●プラスユニットのはずし方

お客様へ、この説明書は必ず保管してください。

安全に関するご注意

・ご使用前にこの取扱説明書を必ずお読みのうえ､正しくお使いください。

●器具を改造しない。落下・感電・火災の原因となります。

90°回転

① ②

①

③

② ④

●プラスユニットの清掃について
        ……水または中性洗剤を用いて、汚れた部分を軽く拭き取ってください。
　　　　 シンナー､ベンジン､アルカリ系洗剤で拭かないでください。
　　　　 変色･変質､強度低下による破損の原因となります。

警告

注意

T0402－110718

●施工は､施工説明にしたがい確実に行う｡ 施工に不備があると落下・感電・火災の原因となります。
●器具を改造しない｡ 落下・感電・火災の原因となります。

●直射日光の当たる場所、湿気の多い場所、振動の強い場所、雨水のかかる場所、風の強い場所、
　腐食性ガスの発生する場所では使用しないでください｡　落下・感電・火災の原因となります。

施工説明 工事店様へ、この説明書は保守のためお客様に必ずお渡しください。

安全に関するご注意

・器具の施工には電気工事士の資格が必要です。施工は必ず工事店に依頼してください。

1.　基本灯具の準備

3.　プラスユニットの取付

４ケ所のＫ.Ｏ角穴をドライバ－等で

内側から外側へ90°以上曲げ込む。

2.　プラスユニットの準備
①パネルを枠の上に乗せる
②枠の両エンドにあるパネル押え(2カ所)を
　曲げてパネルを押える
　不備があるとパネル落下の原因となります。

曲げ込む

②枠固定用ラッチのツメを
　枠に収納してプラスユニットを
　回転させる。

①プラスユニットの
　取付金具を基本灯具に
　片側ずつ引っ掛ける。

③枠固定用ラッチを右に90°回転
　させてプラスユニットを固定する。
　不備があると器具落下の原因となります。

90°回転

基本灯具

プラスユニット

回転

枠固定用ラッチ

プラスユニット

2

1プラスユニット

基本灯具

枠固定用ラッチ

取付金具

プラスユニット

取付用Ｋ．Ｏ角穴

警告

注意

取説No.FHK42306F－T11

Ｈfフリーコンフォート（一般屋内用）

取扱説明書

保管用

1

2

FHK(FHKH)42306F品番

各部のなまえと取付方法

天井の固さや灯具締付け具合で，プラスユニットが正常に嵌合しない場合があります。
プラスユニットと反射板の隙間が一定でない場合は
・吊り金具が天井に密着するまで締付ける。
・ツマミネジを十分締付けて調整し反射板の直線を
　だしてください。(灯具の取扱説明書を参照）　

調整
均等な隙間中央部の隙間が広い

反射板

プラスユニット
不備があると光漏れの原因となります。

お手入れ

注意
●感電のおそれあり
　ランプ交換時は、必ず電源を
　切ってください。
●やけどのおそれあり
　点灯中や消灯直後はランプや
　その周辺をさわらないこと

●ランプ交換やお手入れの際は､必ず電源を切ってください。感電の原因となります。
●アルカリ系洗剤は使用しないでください。強度低下による破損の原因となります。

パネル

パネル

枠

パネルの取付方向に注意する

パネル押え

曲げる
パネル押え

パネル押えで確実に押える

ツメ

注意

注意

注意

保証について
●保証について

●保証書について

この商品の保証期間は１年間です｡詳細は弊社カタログをご参照ください。

保証書が必要な場合は､弊社代理店または弊社営業所へお申し出ください。

日付 変更内容 修正者

8 木南2011.12.08 照明通達 第　品23-03号による新社名対応の変更

〒571－8686 大阪府門真市門真1048パナソニック株式会社　施設・店舗照明ビジネスユニット
お問い合わせ先　パナソニックお客様 ご相談センター　0120-878-365(フリーダイヤル)　0120-878-236(FAX)

〒571－8686 大阪府門真市門真1048パナソニック株式会社　ライティング機器ビジネスユニット
お問い合わせ先　パナソニックお客様 ご相談センター　0120-878-365(フリーダイヤル)　0120-878-236(FAX)

日付 変更内容 修正者

9 木南2013.11.29
照明通達：イ25-40により、BU名統一

〒571－8686 大阪府門真市門真1048パナソニック株式会社　ライティング機器ビジネスユニット
お問い合わせ先　パナソニック　照明と住まいの設備・建材お客様ご相談センター
　　　　　  　0120-878-709(フリーダイヤル)　0120-872-460(FAX)

日付 変更内容 修正者

10 木南2016. 7. 16 
お客様相談センターのフリーコール変更（照通 開発：2016-02）…裏表紙
保護具（手袋）使用の注記追記

注意
●直射日光の当たる場所、湿気の多い場所、振動の強い場所、雨水のかかる場所、風の強い場所、
　腐食性ガスの発生する場所では使用しないでください。落下・感電・火災の原因となります。
●器具の取付・取外しは手袋などの保護具を使用する。けがのおそれがあります。

※上記（ ）内は加工品番です。(以降、加工品番の記載を省略します。）

日付 変更内容 修正者

11 木南2018.7.2
お客様相談センターの“フリーコール→フリーダイヤル”へ変更（裏表紙）
取説改善連絡書№009
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